
第３次しろい健康プラン　最終修正項目

番号ページ数 修正前 修正後 理由

1 全体 数字：全角
1桁の数字：全角
2桁以上の数字：半角

字体を調整するものです。

2

目次、
57、
102、
103、
107、

障害
障害者
障害を有する

障がい
障がい者
障がいのある

庁内の表記に統一するものです。（法律名、計画名、課
名、施設名以外を「障がい」とします。）

3 目次後
用語一覧
（空欄）

用語一覧
（用語について、初出ページを記載）

空欄部分の記載を行いました。

4 3
12行目
新たな課題等を踏まえ「第３次食育推進計画」～（後略）

12行目
新たな課題等を踏まえ「第３次食育推進基本計画」～（後
略）

正式名称を記載するものです。

5 3、9 注釈の記載なし
用語一覧の「主食・主菜・副菜」及び「食育」の初出ページ
（P3、9）の下部に注釈を追加

記載漏れを追加するものです。

6 7
1桁の数字：HGSゴシックM
2桁の数字：Century

1桁の数字：HGSゴシックM
2桁の数字：HGSゴシックM

字体を統一するものです。

7 9
（２）重点的取り組みの達成状況
第２次プランの計画期間内に、～（中略）～一部目標値を
達成できない項目もあったが、（後略）

（２）重点的取り組みの達成状況
第２次プランの計画期間内に、～（中略）～一部目標値を
達成できない項目もありましたが、（後略）

文体を統一するものです。

8 19

④人口推計
　第2次まち・ひと・しごと創生総合戦略における市の将来
人口は、令和２年をピークに～（後略）

④人口推計
　第２次まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成31年度策定）
における市の将来人口※は、令和２年をピークに～（後
略）
※国勢調査結果からの推計値。

令和２年の人口推計値がﾍﾟｰｼﾞにより異なりますが、いず
れも削除できないため、注釈で説明を追加します。

１７ページ、1-（1）-①人口と世帯の推移のグラフ、令和2年
度総人口　63,336人。
１８ページ、1-（1）-②年齢3区分の人口構成での表、令和
2年度総人口　63,336人。　　これらはいずれも住民基本台
帳からの推計値です。
１９ページ、1-（1）-④人口推計のグラフ、令和2年の総人
口　65,500人。これは、国勢調査結果からの推計値です。

9 20

（２）出生と死亡
①出生数と出生率（人口千人当たり）の推移
②合計特殊出生率の推移
③死亡数と死亡率（人口千人当たり）の推移

上記グラフに「平成31年」の記載（データは空欄）

（２）出生と死亡
①出生数と出生率（人口千人当たり）の推移
②合計特殊出生率の推移
③死亡数と死亡率（人口千人当たり）の推移

上記グラフの「平成31年」を削除

計画策定が１年後ろ倒しとなったことから、最新データを掲
載するものとして「平成31年」数値の掲載を考えていました
が、計画策定時の資料を基に既に計画（案）を策定してい
るため、データの公表がありましたが、追加はしないことと
しました。

資料 ２



番号ページ数 修正前 修正後 理由

10
33、36、
42

図表９、15、27、30中「全体」 図表９、15、27、31中「令和元年度」 記載誤りを修正するものです。

11 47
図表40　むし歯や歯周病予防のために実践していること 図表40　むし歯や歯周病予防のために実践していること

※「特になし」は令和元年度から新設
記載漏れを追加するものです。

12 48
図表43、44、45中「資料：白井市　白井市民の「健康」に関
するアンケート調査（一般）」

図表43、44、45中「資料：白井市民の「健康」に関するアン
ケート調査（一般）」

重複記載を削除するものです。

13 57
2.自殺対策を支える人材の育成（２）自殺対策の連携調整
を担う（下線）人材の育成

2.自殺対策を支える人材の育成（３）自殺対策の連携調整
を担う（下線削除）人材の育成

記載誤りを修正するものです。

14 62 掲載なし

【市民の皆様への提案】における年齢区分の追加
（前略）～その際に記載している「乳幼児期」「青年期」「成
人期」「高齢期」の年齢等の目安は、本計画では次のとお
りです。

各ライフステージについての年齢等を目安を記載するもの
です。

15 85
【現状地及びめざそう値】
「学校給食への地元農産物の利用品目数の維持」の「現
状値の出所」　学校教育課の調査

【現状地及びめざそう値】
「学校給食への地元農産物の利用品目数の維持」の「現
状値の出所」　教育支援課の調査

記載誤りを修正するものです。

16 87
【現状地及びめざそう値】
「食育について連携する関係団体・機関の数の増加」の
「現状値の出所」　白井市健康課実績

【現状地及びめざそう値】
「食育について連携する関係団体・機関の数の増加」の
「現状値の出所」　白井市健康課等実績

健康課だけでなく、産業振興課や教育支援課などの担当
課実績も含まれるため、修正するものです。

17 91

◎食育推進計画事業一覧◎
「No．5各種料理等の教室事業」2-（2）○（該当）
「No．11生活習慣病予防教室事業」
「No．16給食施設や学校での食育推進」

◎食育推進計画事業一覧◎
「No．5各種料理等の教室事業」2-（2）　　（非該当として〇
を削除）
「No．11生活習慣病予防教室」
「No．17給食施設や学校での食育推進事業」

記載誤り及び他計画と整合性を合わせるため、修正するも
のです。

乳幼児期

青年期

おおむね就学前までの乳幼児（0～5歳）

おおむね就学後から20歳前半まで（6～24歳）

成人期

高齢期

おおむね20歳後半から64歳まで（25～64歳）

65歳以上


